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令和5年度の保健事業
・令和5年度の保健事業は基本的に令和4年度の保健事業を継続して実施
・変更点①「無医地区における健康保持増進事業」の一体的な実施事業・地域ケアシステム事業の中での実施

②「歯科健康診査」の受診期間の拡充
・「第2期データヘルス計画」(H30.4～R６.3)の総括
「第3期データヘルス計画」(R6.4～R1２.3)の策定

令和４年度 県内市町の高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業
分野別実施率（12市町）

・ハイリスクアプローチ
①低栄養防止 50％
②重症化予防 92％
（糖尿病含）
③重複・頻回受診対策 0％
④健康状態不明者対策 50％

令和4年度 高齢者の保健事業等アドバイザー事業
・訪問支援数 延べ２０市町
・電話支援数 延べ２９市町１６６件

・ポピュレーションアプローチ
健康教育等 100％
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２－１ 令和5年度の保健事業について



令和5年度の保健事業

無医地区健康
保持増進事業

ジェネリック
差額通知

生活習慣病
治療中断者
受診勧奨

健康診査
受診勧奨

(医科・歯科)

健康診査

医科：無料

歯科：無料

歯科健診対象年
齢
（75、77、80
歳）

健診異常値
放置者
受診勧奨

医療機関・地域包括支援センター等
必要なサービスへの接続

高齢者の保健事業と介護予防の

一体的な実施事業
補助金
事業

７
６
歳
歯
科
健
診

訪
問
歯
科
健
診

（市町への委託・補助）

保健指導
事業

フレイル予
防啓発事業

多剤等服薬
改善事業

事業推進交付金

アドバイザー事業

第2期データヘルス計画

ハイリスクアプローチ

ポピュレーションアプローチ

・低栄養防止・重症化予防
・適正な受診、服薬
・健康状態不明者の状態把握

高齢者の通いの場
(サロン、商店街等高齢者の生活拠点)
・健康教育、相談
・高齢者の状態に応じた保健指導
・相談しやすい環境づくり

第2期データヘルス計画総括
（H30年度～R5年度）

第3期データヘルス計画策定
（R6年度～R11年度）

（H30年度～R5年度）
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無医地区における健康保持増進事業について

令和4年度
○津市美杉町太郎生地区
実施日：11月6日（日）
開催場所：太郎生多目的集会所
実施内容：健康体操、健康測定
参加人数：のべ８７名

○紀宝町浅里地区
会場の確保等が困難なため実施せず。

令和５年度
高齢者一人ひとりの状況に応じたきめ細やかな保健事業を実施するため、広域連合の個別事

業ではなく、地域の実情を把握している市町が一体的な実施事業及び地域ケアシステム事業の
中で総合的に実施していくこととする。
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令和５年度後期高齢者歯科健康診査の受診期間の変更について

令和４年度
対象年齢：75歳、77歳、80歳
受診期間：9月1日～12月20日

令和５年度から
対象年齢：75歳、77歳、80歳
受診期間：8月1日～11月20日

受診期間変更の目的
健診受診の時期は寒くなると外出が減少するともに健診受診率が低くなる傾向がある。三重広

域の医科健康診査受診者数を見ても、１２月よりも８月の方が受診者数が多い。受診期間を１か
月早め、８月から開始することで、歯科健康診査の受診率向上を図る。
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実施済・予定市町 実施市町数 累計

令和２年度 津市・桑名市・名張市 3 3

令和３年度 伊賀市・東員町 2 5

令和４年度
四日市市・鈴鹿市・松阪市・伊勢市・いなべ市・朝日町
多気町

7 12

令和５年度
以降予定

尾鷲市・亀山市・鳥羽市・熊野市・志摩市・木曽岬町
菰野町・川越町・明和町・大台町・玉城町・度会町
大紀町・南伊勢町・紀北町・御浜町・紀宝町

17 29

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業 三重県の実施状況
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２－２ 令和４年度 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業の状況について



その他

津市 〇 〇 〇

四日市市 〇 〇 〇

伊勢市  〇 〇

松阪市 〇 〇 〇

桑名市 〇 〇 〇 〇 〇

鈴鹿市 〇 〇 〇 〇

名張市 〇 〇 〇 〇 〇

いなべ市 〇 〇 〇

伊賀市 〇 〇 〇 〇 〇

東員町 〇 〇 〇

朝日町 〇 〇 〇

多気町 〇 〇

合計 6 2 0 10 4 0 6 8 0 0 5

分野別取組

状況(%)
50.0 16.7 0 83.3 33.3 0 50.0 66.7 0 0 41.7

市町名

取組内容

ハイリスクアプローチ ポピュレーションアプローチ

低栄養防止
状態把握

②

環境づくり

③
複合(①②③)

重症化予防
（糖尿病性腎症） 重複頻回

重複投薬

健康状態

不明者対策

健康教育

健康相談

①
低栄養 口腔 服薬 糖尿病性腎症

令和４年度高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業の状況（取組内容）

R5.1.31時点
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交付金関係
未実施市町

庁内体制確認
・構築支援

訪問支援
相談

事業相談
(実施市町含む)

  ４月 3 いなべ市、亀山市、津市 19 20 6 3
  ５月 1 桑名市 32 2 2 1
  ６月 3 度会町、紀北町、南伊勢町 9 0 3 1
  ７月 1 津市 0 2 2 6
  ８月 1 熊野市 2 3 2 2
  ９月 1 紀北町 2 8 4 3
１０月 4 大台町、川越町、紀宝町、御浜町 1 6 1 2
１１月 2 木曽岬町、津市 0 9 1 1
１２月 4 玉城町、明和町、度会町（２回） 2 4 4 1
  １月 1 紀宝町 1 6 1 5

計 21 68 60 26 25

電話支援
項目内訳

月

訪問支援

訪問数 訪問先

令和４年度高齢者の保健事業等アドバイザー事業の状況

・全29市町すべての担当者へヒアリングを実施し、市町の健康課題の分析・整理・助言・指導を実施。
・訪問支援では会議、説明会へ出席し、事業説明や事業についてアドバイズを実施。
・KDBデータの抽出を実施。
・企画調整担当者意見交換会を11月17日に対面方式で実施し、他市町の取組、状況を共有することで事業計
画の見直し等の機会を提供。

計

（件）

R5.1.31時点
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高齢者の保健事業等アドバイザー事業で確認できた市町の課題

○未実施市町の課題
・保健師の確保ができない。
保健師の偏在（特に南勢地区）

・庁内連携、体制が定まらない。
・既に他の事業で実施している。
・KDBシステムの活用が難しい。

○実施市町の課題
・保健師を含めて人材不足。
・庁内連携がうまく機能していない。
・外部団体と十分に連携ができていない。

共通点
①医療専門職を含め人材不足
②庁内の事業実施体制・連携が上手
くできない

一体的な実施事業への影響
①の影響
・取組内容の拡充が図れない
・事業を日常生活圏域全域に展開することができない
②の影響
・国保、介護とのより深い連携ができない

対応
・効率の良い事業実施方法の助言、関係部局との情報共有
・保健師確保の困難と地域偏在の解消について有効な施策
を行うよう国等へ要望

・他市町の庁内体制・連携方法の情報共有



２－３ 第３期データヘルス計画について

データヘルス計画
レセプト・健診情報等のデータの分析に基づく効率的・効果的な保健事業をPDCAサイクル

で実施するための事業計画。令和５年度は、これまでの計画の見直しを行うとともに、第３期
データヘルス計画の策定を行う。
・第１期データヘルス計画 平成27年度～平成29年度
・第２期データヘルス計画 平成30年度～令和5年度
・第３期データヘルス計画 令和6年度～令和11年度

国の動き
第3期データヘルス計画策定に向けて、「データヘルス計画（国保・後期）の在り方に関す

る検討会」、「高齢者保険事業のデータヘルス計画策定の手引きに係るワーキンググループ」
が設置され検討がなされている。
「策定の手引き（案）」は、3月開催予定の検討会で報告予定。
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第3期データヘルス計画策定のスケジュール

広域連合 策定委託業者 県 国保連合会

  ５月 ・第２期計画の分析、評価 ・医療費分析

１０月 ・運営検討会議説明(1回目)
１１月
１２月
  １月

  ２月
・運営検討会議説明(最終)
・運営協議会説明(最終)

  ３月 ・完成、公開 ・完成、納品

・計画内容修正

 ６～９月

・第２期計画の分析、評価
・第３期計画の目標、評価指標の検討
・運営協議会(1回目)
・運営検討会議(市町意見募集)

・素案作成
・素案完成

  ４月
・レセプト等データ提供
　（必要に応じ随時データ提供）

・レセプト等データ受領
・策定開始

R5

R6
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※運営協議会、運営検討会議への説明は、必要に応じて追加実施する。


